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100万人目の入館者と記念撮影する柏木教育長（左端）、北橋市長と小野生誕100年記念事業実行委員会会長（右端）（詳しくは7頁）
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松
本
清
張
生
誕
一
〇
〇
年
記
念

《
東
京
》講
演
会

　

一
月
二
十
九
日
（
金
）、
五
木
寛
之

さ
ん
、
阿
刀
田
高
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、
松
本
清
張
生
誕
一
〇
〇
年
を
記

念
し
た
《
東
京
》
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
株
式
会
社
文
藝

春
秋
の
協
賛
に
よ
り
実
現
し
た
も
の

で
、
聴
講
者
は
全
国
の
約
二
千
名
の

中
か
ら
抽
選
さ
れ
た
六
百
名
で
し
た
。

　

第
一
部
は
、
阿
刀
田
さ
ん
が
「
松

本
清
張
を
推
理
す
る
」
と
題
し
、
清

張
の
作
品
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
を

様
々
の
角
度
か
ら
推
理
し
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
我
々
大
衆
が
お
も
し
ろ
い
と
思
う
こ

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
九
日（
金
）

東
京
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル

第
一
部	

阿
刀
田
高

	

「
松
本
清
張
を
推
理
す
る
」

第
二
部	

五
木
寛
之

	

「
清
張
文
学
の
視
線
」

阿
あ と う だ

刀田 高
たかし

　1935年、東京に生まれる。早稲田大
学文学部仏文科卒業後、一時国立国
会図書館に勤務。その後軽妙なコラム
ニストとして活躍し、1970年代から

“奇妙な味”の短篇小説を書き始める。
1979年、『来訪者』で日本推理作家協会
賞を、『ナポレオン狂』で直木賞を受賞。
　丹念な作品作りで知られる短篇作家
だが、『朱い旅』『怪談』など長篇にも意
欲を示し『獅子王アレクサンドロス』な
どヨーロッパ古代史を題材とした歴史
小説にも筆をふるっている。『ギリシア神話を知っています
か』などの教養シリーズも読者に親しまれている。1995年、

『新トロイア物語』で吉川英治文学賞受賞。
　2007年より日本ペンクラブ会長。2009年、旭日中綬章
を受賞。現在、直木賞、新田次郎文学賞、小説すばる新人賞、小
説現代ショートショート・コンテストなどの選考委員をつと
めている。近著に『佐保姫伝説』（文藝春秋）『街のアラベスク』

（新潮社）などがある。　　　　  （平成22年1月29日現在）

五
い つ き

木 寛
ひろゆき

之
　1932年、福岡県に生まれる。戦後、
北朝鮮より引揚げ。早稲田大学文学部
ロシア文学科中退。1966年、『さらば
モスクワ愚連隊』で小説現代新人賞、
1967年、『蒼ざめた馬を見よ』で直木賞
受賞。1976年、『青春の門』で吉川英治
文学賞をうける。代表作は『朱鷺の墓』

『戒厳令の夜』『蓮如』『大河の一滴』『21
世紀仏教への旅』。
　翻訳にチェーホフ『犬を連れた貴婦

人』リチャード・バック『かもめのジョナサン』ブルック・ニュー
マン『リトルターン』などがある。
　第一エッセイ集『風に吹かれて』は刊行40年をへて、現在総
部数約460万部に達するロングセラーとなっている。
　ニューヨークで発売された、英文版『TARIKI』は大きな反響を
呼び、2001年度「BOOK OF THE YEAR」（スピリチュアル部門）
に選ばれた。また2002年度菊池寛賞を受賞。
　1981年より休筆。京都の龍谷大学において仏教史を学ぶが、
1985年より執筆を再開し、現在直木賞、泉鏡花文学賞、吉川英
治文学賞その他多くの選考委員をつとめる。最新作に『人間の
運命』（東京書籍）がある。　　　　  （平成22年1月29日現在）

と
を
書
こ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
持

ち
続
け
た
、
す
ば
ら
し
い
作
家
で
あ
っ

た
」
と
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
五
木
さ
ん
が
「
清
張

文
学
の
視
線
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

清
張
が
描
い
て
き
た
作
品
を
鋭
く
分

析
し
つ
つ
、
実
際
に
清
張
と
会
っ
た

際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
今
の
動
機
な
き
殺
人
の
時
代
に
、

清
張
さ
ん
が
生
き
て
い
た
ら
、
苦
心

な
さ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
果
た
し

て
今
の
推
理
小
説
は
応
え
得
る
の
か

疑
問
だ
」
と
投
げ
か
け
ま
し
た
。
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松
本
清
張
生
誕
一
〇
〇
年
記
念

松
本
清
張
記
念
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像

「
日
本
の
黒
い
霧—

遙
か
な
照
射
」

《
東
京
》上
映
と
講
演
の
夕
べ

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日（
金
）

東
京
新
宿
明
治
安
田
生
命
ホ
ー
ル

上
映
　
記
念
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像

　
　
　「
日
本
の
黒
い
霧—

遙
か
な
照
射
」

講
演
　
佐
野
眞
一

　
　
　「
戦
後
史
の
闇
を
こ
じ
開
け
る
」

佐
さ の

野 眞
しんいち

一
　1947（昭和22）年、東京に生まれる。早稲
田大学文学部卒業後、出版社勤務を経てノ
ンフィクション作家に。「戦後」と「現代」を
映し出す意欲的なテーマに挑み続けている。
97年、「旅する巨人 宮本常一と渋沢敬三」
で第28回大宅壮一ノンフィクション賞を受
賞。著書に『巨怪伝』『カリスマ』『東電OL殺
人事件』『枢密院議長の日記』などがある。昨
年、『甘粕正彦 乱心の曠野』で第31回講談
社ノンフィクション賞を受賞。また、東京新
聞で「編集者の見た松本清張」を連載した。

（平成22年2月26日現在）

　

二
月
二
十
六
日
（
金
）、
記
念
館

オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
「
日
本
の
黒
い

霧
︱
遙
か
な
照
射
」
の
上
映
と
佐

野
眞
一
さ
ん
の
講
演
を
、
株
式
会

社
文
藝
春
秋
の
協
賛
に
よ
り
、
東

京
新
宿
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
の
黒
い
霧
」
は
、
清
張
が

探
究
心
と
情
熱
を
注
い
だ
、
現
代

史
の
代
表
作
で
す
。

　

さ
ら
に
、
占
領
下
の
小
倉
で
発

生
し
た
黒
人
兵
集
団
脱
走
を
扱
っ

た
「
黒
地
の
絵
」
を
加
え
、
貴
重
な

資
料
フ
ィ
ル
ム
や
写
真
な
ど
で
構
成

す
る
「
日
本
の
黒
い
霧
︱
遙
か
な
照

射
」
は
、
こ
れ
ま
で
記
念
館
館
内
で

の
み
の
上
映
で
し
た
。
今
回
、
清
張

生
誕
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
初
め

て
東
京
で
上
映
し
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
佐
野
眞
一
さ

ん
が
「
戦
後
史
の
闇
を
こ
じ
開
け
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。



展 示 品 紹 介

　

松
本
清
張
の
描
い
た
画
は
記
念
館
に
数
点

所
蔵
し
て
い
る
が
、こ
の
風
景
画
に
は
、他
の

ス
ケ
ッ
チ
と
少
し
違
う
特
別
な
意
味
が
あ
る
。

　

画
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、作
家
の
没
後
だ
っ

た
。ひ
っ
そ
り
、誰
に
も
知
ら
れ
ず
書
斎
に
し

ま
わ
れ
て
い
た
。風
景
画
は
五
枚
、清
張
の
父

・
峯
太
郎
の
故
郷
、矢
戸（
現
・
鳥
取
県
日

南
町
）の
雪
景
色
が
描
か
れ
て
い
る
。い
ず
れ

も
15
×
20
セ
ン
チ
程
度
の
小
さ
い
画
だ
。こ
の

山
村
の
情
景
は
、清
張
の
エッ
セ
イ
や
、形
を

変
え
て
小
説
に
も
し
ば
し
ば
描
か
れ
た
。

　

私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
何
度
も
父
か
ら

矢
戸
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
。矢
戸
は
生

れ
た
在
所
の
名
で
あ
る
。父
の
腕
を
手

枕
に
し
て
、私
は
話
を
聞
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　
「
矢
戸
は
の
う
、え
え
所
ぞ
、日
野
川

が
流
れ
と
っ
て
の
う
、川
上
か
ら
砂
鉄

が
出
る
。大
倉
山
、船
通
山
、鬼
林
山
な

ど
と
い
う
高
い
山
が
ぐ
る
り
に
あ
る
。

船
通
山
の
頂
上
に
は
根
ま
わ
り
五
間
も

あ
る
大
け
な
栂
の
木
が
立
っ
と
っ
て
の

う
、二
千
年
か
ら
の
古
い
木
じ
ゃ
。冬
は

雪
が
深
い
。家
の
軒
端
ま
で
つ
も
る
」

　

そ
の
話
を
聞
く
ご
と
に
、私
は
日
野

川
の
流
れ
や
、大
倉
山
の
山
容
や
、船
通

山
の
巨
大
な
栂
の
木
の
格
好
を
眼
の
前

に
勝
手
に
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。そ
の

想
像
の
た
の
し
み
か
ら
、同
じ
話
を
何
度

も
聞
か
さ
れ
て
も
、飽
き
は
し
な
か
っ
た
。

（「
父
系
の
指
」）

　

父
の
影
響
か
ら
矢
戸
へ
の
憧
憬
を
膨
ら

ま
せ
、清
張
に
と
っ
て
も
幼
少
の
頃
か
ら
ル

ー
ツ
故
郷
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
土
地
だ

っ
た
。し
か
し「
父
系
の
指
」で
は
、戦
後
に
初

め
て
訪
れ
た
念
願
の〈
帰
郷
〉が
、「
私
」の
心

象
に
よ
っ
て
た
ち
ま
ち
色
褪
せ
た
様
子
を

描
い
て
い
る
。

　

私
は
汽
車
で
ふ
た
た
び
中
国
山
脈

を
南
に
越
え
た
。見
て
い
る
と
、単
調
な

窓
外
の
風
景
が
ま
る
で
色
彩
が
な
か
っ

た
。白
い
雪
が
黝
ん
で
感
じ
ら
れ
る
。私

の
心
は
泥
を
な
め
た
よ
う
に
、味
気
な

か
っ
た
。

　

五
枚
の
風
景
画
は
、い
つ
描
か
れ
た
も
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。右
の
情
景
そ
の
も
の
を

映
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
し
、も
っ
と
穏

や
か
で
美
し
い
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

後
に「
半
生
の
記
」で「
父
系
の
指
」を「
私

小
説
ら
し
い
と
い
え
ば
、こ
れ
が
一ば
ん
そ
れ

に
近
い
が
、私
の
父
と
田
中
家
と
の
関
係
を

ほ
と
ん
ど
事
実
の
ま
ま
に
こ
れ
に
書
い
て
お

い
た
」と
し
て
い
る
が
、地
名
や
経
歴
な
ど「

私
」と
清
張
は
微
妙
に
ず
ら
し
て
あ
り
、自

伝
で
は
な
い
。父
へ
の
愛
憎
入
り
混
じ
っ
た
思

い
が
、作
品
と
な
って
い
る
。

　

事
実
、清
張
は
上
京
後
に
も
東
京
の
従

兄
妹
と
交
流
を
も
っ
て
お
り
、作
家
と
な
っ

て
か
ら
機
会
が
あ
る
ご
と
に
日
南
町
を
訪

れ
て
い
る
。昭
和
49
年
に
は
文
学
碑
も
建
て

ら
れ
除
幕
式
に
も
出
席
し
た
。

　

昨
年
、日
南
町
で
も
生
誕
一〇
〇
年
を
祝

っ
た
。矢
戸
と
清
張
の
絆
は
、今
も
絶
え
て
は

い
な
い
。

（
学
芸
員　

栁
原　

暁
子
）

矢戸の風景画
や
と

つ
が

く
ろ
ず

4

̶ 乱心の〈神々〉はどちらにつくのか ̶

松本清張 最後の小説

企画展延長
松本清張生誕100年記念特別企画展「神々の乱心」を、好評につき
8月31日（火）まで延長開催いたします。

　「神々の乱心」は、時代背景・作品の舞台、画策する野望の遠大さ、
底流にある宮中・宗教というテーマ、さらに清張自身のこの作品に対する
想いなど、あらゆる角度からスケールの大きさが感じられる作品です。
　コーナー毎にみどころをお伝えします。

Ⅰ　 「神々の乱心」の世界

「神々の乱心」ははからずも清張の絶筆となった作品です。張
り巡らされ輻輳する、古代史、現代史、宗教という複数にわた
るテーマが、物語に彩りと深みを加えています。作品のリアリティ
を支える背景をご紹介します。

Ⅲ　 開花─昭和の終わるころ

清張は執筆前、三冊にわたる創作ノートをつくりました。取材
班が集めた膨大な資料を読み込み、構想を練り、考えをまとめ
た一年半にわたる思索の経緯が伺えます。あまり詳細なノート
を作らなかった
清張ゆえに、創
作過程が垣間見
えることに貴重
な資料です。

Ⅱ　 播種─『昭和史発掘』から

ここでは、『昭和史発掘』からの系譜をご紹介します。
ノンフィクションである『昭和史発掘』では深くは触れられなかっ
た四十年越しのテーマが、フィクションの「神々の乱心」では、
自由に鮮やかに描かれています。
「神 」々にはモデルの
ある人物や事件が多
数登場し生き生きと
した物語になってい
ますが、長く温めら
れていたゆえの深み
もあるのでしょう。

Ⅳ　 絶筆─「本当に瑞々しい作品は」

〈本当に瑞々しい作品は、若い頃には書けないものだ〉─清
張自身が遺したこの言葉の通り、「最後の大作」らしいスケール
を持ちつつ、活き活きとした文章は、読者を終章まで惹きつけ
ます。自ら筆を取っ
た題字の墨痕、最後
まで推敲を重ねた筆
跡……作品に妥協を
許さなかった作家の
息づかいをご覧くだ
さい。

多鈕細文鏡 他 

▲

教団名を考えると
ころからノートは始
まっている 

▲

机上に残された連載の綴
じ込み。清張自身が細かく
赤鉛筆を入れている。 

▲

「昭和史発掘」直筆原稿 

▲

松本清張生誕100年記念特別企画展
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松
本
清
張
の
描
い
た
画
は
記
念
館
に
数
点

所
蔵
し
て
い
る
が
、こ
の
風
景
画
に
は
、他
の

ス
ケ
ッ
チ
と
少
し
違
う
特
別
な
意
味
が
あ
る
。

　

画
が
見
つ
か
っ
た
の
は
、作
家
の
没
後
だ
っ

た
。ひ
っ
そ
り
、誰
に
も
知
ら
れ
ず
書
斎
に
し

ま
わ
れ
て
い
た
。風
景
画
は
五
枚
、清
張
の
父

・
峯
太
郎
の
故
郷
、矢
戸（
現
・
鳥
取
県
日

南
町
）の
雪
景
色
が
描
か
れ
て
い
る
。い
ず
れ

も
15
×
20
セ
ン
チ
程
度
の
小
さ
い
画
だ
。こ
の

山
村
の
情
景
は
、清
張
の
エッ
セ
イ
や
、形
を

変
え
て
小
説
に
も
し
ば
し
ば
描
か
れ
た
。

　

私
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
何
度
も
父
か
ら

矢
戸
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
。矢
戸
は
生

れ
た
在
所
の
名
で
あ
る
。父
の
腕
を
手

枕
に
し
て
、私
は
話
を
聞
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　
「
矢
戸
は
の
う
、え
え
所
ぞ
、日
野
川

が
流
れ
と
っ
て
の
う
、川
上
か
ら
砂
鉄

が
出
る
。大
倉
山
、船
通
山
、鬼
林
山
な

ど
と
い
う
高
い
山
が
ぐ
る
り
に
あ
る
。

船
通
山
の
頂
上
に
は
根
ま
わ
り
五
間
も

あ
る
大
け
な
栂
の
木
が
立
っ
と
っ
て
の

う
、二
千
年
か
ら
の
古
い
木
じ
ゃ
。冬
は

雪
が
深
い
。家
の
軒
端
ま
で
つ
も
る
」

　

そ
の
話
を
聞
く
ご
と
に
、私
は
日
野

川
の
流
れ
や
、大
倉
山
の
山
容
や
、船
通

山
の
巨
大
な
栂
の
木
の
格
好
を
眼
の
前

に
勝
手
に
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。そ
の

想
像
の
た
の
し
み
か
ら
、同
じ
話
を
何
度

も
聞
か
さ
れ
て
も
、飽
き
は
し
な
か
っ
た
。

（「
父
系
の
指
」）

　

父
の
影
響
か
ら
矢
戸
へ
の
憧
憬
を
膨
ら

ま
せ
、清
張
に
と
っ
て
も
幼
少
の
頃
か
ら
ル

ー
ツ
故
郷
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
土
地
だ

っ
た
。し
か
し「
父
系
の
指
」で
は
、戦
後
に
初

め
て
訪
れ
た
念
願
の〈
帰
郷
〉が
、「
私
」の
心

象
に
よ
っ
て
た
ち
ま
ち
色
褪
せ
た
様
子
を

描
い
て
い
る
。

　

私
は
汽
車
で
ふ
た
た
び
中
国
山
脈

を
南
に
越
え
た
。見
て
い
る
と
、単
調
な

窓
外
の
風
景
が
ま
る
で
色
彩
が
な
か
っ

た
。白
い
雪
が
黝
ん
で
感
じ
ら
れ
る
。私

の
心
は
泥
を
な
め
た
よ
う
に
、味
気
な

か
っ
た
。

　

五
枚
の
風
景
画
は
、い
つ
描
か
れ
た
も
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。右
の
情
景
そ
の
も
の
を

映
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
し
、も
っ
と
穏

や
か
で
美
し
い
も
の
の
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

後
に「
半
生
の
記
」で「
父
系
の
指
」を「
私

小
説
ら
し
い
と
い
え
ば
、こ
れ
が
一ば
ん
そ
れ

に
近
い
が
、私
の
父
と
田
中
家
と
の
関
係
を

ほ
と
ん
ど
事
実
の
ま
ま
に
こ
れ
に
書
い
て
お

い
た
」と
し
て
い
る
が
、地
名
や
経
歴
な
ど「

私
」と
清
張
は
微
妙
に
ず
ら
し
て
あ
り
、自

伝
で
は
な
い
。父
へ
の
愛
憎
入
り
混
じ
っ
た
思

い
が
、作
品
と
な
って
い
る
。

　

事
実
、清
張
は
上
京
後
に
も
東
京
の
従

兄
妹
と
交
流
を
も
っ
て
お
り
、作
家
と
な
っ

て
か
ら
機
会
が
あ
る
ご
と
に
日
南
町
を
訪

れ
て
い
る
。昭
和
49
年
に
は
文
学
碑
も
建
て

ら
れ
除
幕
式
に
も
出
席
し
た
。

　

昨
年
、日
南
町
で
も
生
誕
一〇
〇
年
を
祝

っ
た
。矢
戸
と
清
張
の
絆
は
、今
も
絶
え
て
は

い
な
い
。

（
学
芸
員　

栁
原　

暁
子
）

矢戸の風景画
や
と

つ
が

く
ろ
ず

研
究
誌『
松
本
清
張
研
究
』第
十
一
号
発
刊

＊
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
好
評
発
売
中
で
す
。
通
信
販
売
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
記
念
館
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
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特
集	

『
神
々
の
乱
心
』の
背
景
─
未
完
の
遺
作
を
解
読
す
る

　

特
別
対
談	

二宗
教
と
宮
中

大
聖
域
に
迫
る
渾
身
の
遺
作
を
読
む	
  

		


原 

武
史
、
福
田
和
也
、
藤
井
康
栄（
特
別
参
加
）

　

論
文	

「
天
皇
制
」の
歴
史
的
深
層
へ	

小
森
陽
一

	

『
神
々
の
乱
心
』と
大
本
教	

井
上
順
孝

	

異
形
の
神
政
─
昭
和
十
一
年
、
島
津
治
子
元
女
官
長
事
件	

能
澤
壽
彦

	

松
本
清
張
の
新
興
宗
教
観
─
邪
教
と
反
逆
と
天
皇
制	

綾
目
広
治

	

『
神
々
の
乱
心
』と「
奥
」の
世
界	

小
田
部
雄
次

	

『
神
々
の
乱
心
』と
満
蒙
阿
片	

西
木
正
明

	

『
神
々
の
乱
心
』に
み
る
考
古
学
と
食
文
化	

森　

浩
一

	

『
神
々
の
乱
心
』創
作
ノ
ー
ト
が
物
語
る
こ
と

特
集	

私
の
な
か
の
松
本
清
張

　

エ
ッ
セ
イ
　	

「
史
疑
」の
絆	

上
田
正
昭

	

額
に
入
れ
た
帯
文	
林
真
理
子

	

『
火
の
路
』	
松
岡
正
剛

	

電
車
の
な
か
の「
偶
然
の
一
瞬
」	

酒
井
順
子

	

和
歌
へ
の
心
寄
せ	

栗
木
京
子

	

Ｍ
さ
ん
の
こ
と	

梯
久
美
子

	

『
黒
い
空
』の
謎	

千
街
晶
之

	

私
の『
点
と
線
』	

宇
田
川
清
江

	

あ
な
た
は『
わ
る
い
や
つ
ら
』を
二
度
読
む	

牧
村
一
人

	

『
黒
い
福
音
』を
読
み
解
く	

佐
藤　

優

　

記
念
館
研
究
ノ
ー
ト

	

「
或
る『
小
倉
日
記
』伝
」─
そ
の
底
流
に
あ
る
も
の	

栁
原
暁
子

	

『
点
と
線
』新
潮
文
庫
と
文
春
文
庫	

西
本　

衛

　

特
集
の
テ
ー
マ
は「
神
々
の
乱
心
」で
す
。
考
古
学
か
ら
現
代
史
ま
で
豊
富
な
蓄

積
を
駆
使
し
て
構
成
さ
れ
た
大
作
─
清
張
の
問
題
意
識
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
こ

の
作
品
に
、
各
分
野
の
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の
切
り
口
で
挑
ん
だ
論
文
で
、
新
た

な
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。
魅
力
溢
れ
る
多
彩
な
エ
ッ
セ
イ
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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松
本
清
張
研
究
会
　
第
21
回
研
究
発
表
会

日
時
：
平
成
21
年
12
月
12
日
（
土
）
午
後
2
時
　
　
会
場
：
松
本
清
張
記
念
館

◎
「
日
本
の
黒
い
霧
」
の
前
に
「
小
説
帝
銀
事
件
」

を
書
か
れ
て
、「
日
本
の
黒
い
霧
」
の
な
か
で
も
ま
た

「
帝
銀
事
件
の
謎
」
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
中
身
の
大

き
な
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
か
？
（
参
加
者
の
質
問
）

　

そ
の
点
を
私
も
話
そ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
ち
ょ
う
ど
話
が
合
い
ま
し
た
。（
笑
）

　
「
日
本
の
黒
い
霧
」
が
１
９
６
０
年
、
そ
の
前
年
に

「
小
説
帝
銀
事
件
」が
書
か
れ
た
の
で
す
。一
年
の
間
に
、

連
続
し
て
「
帝
銀
事
件
」
を
書
い
て
い
る
。
小
説
と
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
構
造
上
少
し
は
違
う
が
、
よ
く
見

る
と
そ
ん
な
に
違
い
は
な
い
。
な
ぜ
こ
う
い
う
こ
と
に

な
っ
た
の
か
？

普
通
の
常
識
的
な
疑
問
を
追
及
で
き
る
こ
と

は
、
非
凡
な
こ
と

　
「
小
説
帝
銀
事
件
」
で
は
、疑
問
が
テ
ー
マ
だ
と
言
っ

て
い
る
。《
な
ぜ
平
沢
が
犯
人
に
な
っ
た
の
か
？
》
清

張
さ
ん
の
疑
問
は
非
常
に
常
識
的
で
す
。
常
識
的
な
疑

問
を
展
開
し
て
い
く
。
そ
こ
に
清
張
さ
ん
の
良
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。
実
は
、
普
通
の
疑
問
が
追
及
で
き
る
こ
と

は
非
凡
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

こ
れ
を
「
小
説
帝
銀
事
件
」
と
「
日
本
の
黒
い
霧
」

の
中
の
「
帝
銀
事
件
の
謎
」
に
当
て
は
め
て
み
ま
す
。

小
説
の
方
は
、
何
か
ら
種
を
仕
入
れ
た
か
。
検
事
の
調

書
や
判
決
書
な
ど
の
『
裁
判
記
録
』
で
す
。
こ
れ
を
読

む
と
「
や
っ
ぱ
り
お
か
し
い
」。
平
凡
に
思
っ
て
い
た

疑
問
が
さ
ら
に
深
ま
り
、「
小
説
帝
銀
事
件
」を
書
い
た
。

小
説
と
し
て
は
大
成
功
、
文
藝
春
秋
の
読
者
賞
を
も
ら

う
。
だ
か
ら
、
何
も
次
の
年
に
「
帝
銀
事
件
の
謎
」
を

書
く
必
要
は
な
い
わ
け
で
す
、
小
説
家
な
ら
ば
。
つ
ま

り
、
そ
の
と
き
か
ら
清
張
さ
ん
は
も
う
一
つ
別
に
、
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
道
を
歩
き
出
し
た
の
で
す
。

　

で
は
、
次
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
「
帝
銀
事
件
の

謎
」は
何
が
違
う
の
か
。こ
れ
は
簡
単
で
す
。警
察
の『
捜

査
書
類
』
を
も
っ
て
き
た
ん
で
す
。
刑
事
部
長
の
指
示

を
見
る
と
、
最
初
は
医
学
、
薬
学
の
専
門
職
の
者
が
怪

し
い
と
い
う
、
捜
査
方

針
で
す
。
そ
れ
が
段
々

と
元
の
軍
関
係
の
方
に

な
り
、
平
沢
が
逮
捕
さ

れ
る
前
あ
た
り
で
は
、

も
う
７
３
１
部
隊
関
係

者
に
絞
っ
て
い
る
。
部

隊
長
の
石
井
中
将
か
ら

す
で
に
聴
取
を
し
、「
ど

う
も
こ
れ
は
俺
の
部
下
の
中
に
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
」
と
い
う
証
言
さ
え
得
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
清
張
さ
ん
の
疑
問
は
、《
そ
こ
ま
で
追

い
つ
め
て
い
た
の
に
、
何
で
絵
書
き
の
平
沢
貞
通
に

な
っ
た
の
か
？
》
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
私
も
そ
う

思
い
ま
す
よ
。
単
純
な
疑
問
だ
か
ら
、
当
時
の
新
聞
記

事
に
も
よ
く
出
て
い
た
。
そ
し
て
、
平
沢
は
ど
ん
ど
ん

ど
ん
ど
ん
犯
人
に
仕
立
て
上
げ
ら
れ
て
行
く
、
そ
れ
自

体
が
ど
う
も
変
だ
と
清
張
さ
ん
は
思
っ
た
。

大
事
な
の
は「
疑
問
」　
〈
な
ぜ
平
沢
な
の
か
？
〉

か
ら
〈
な
ぜ
７
３
１
部
隊
で
は
な
い
の
か
？
〉

　

大
事
な
の
は
、
ま
ず
何
と
い
っ
て
も
「
疑
問
」
で
す

よ
。
疑
問
は
、
ど
の
よ
う
に
テ
ー
マ
を
選
ぶ
か
と
同
じ

こ
と
な
の
で
す
。「
帝
銀
事
件
」
に
つ
い
て
は
、《
な
ぜ

平
沢
な
の
か
？
》
が
最
初
の
小
説
の
テ
ー
マ
で
、《
な

ぜ
７
３
１
部
隊
で
は
な
か
っ
た
の
か
？
》
が
次
の
テ
ー

マ
で
す
。
清
張
さ
ん
は
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
か
な
り
苦
労

し
た
と
思
い
ま
す
。

　

清
張
さ
ん
は
当
時
、《
７
３
１
部
隊
の
残
党
た
ち
は

Ｇ
Ｈ
Ｇ
に
雇
わ
れ
て
研
究
を
し
て
い
る
か
ら
、
ば
れ
る

と
困
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
圧
力
を
か
け
て
、
捜
査
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
た
ん
だ
。》
と
解
釈
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

大
筋
で
は
い
い
ん
で
す
。《
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
雇
わ
れ
て
》
だ

け
私
と
違
う
。
正
確
に
言
い
ま
す
と
、
７
３
１
部
隊
が

行
っ
た
細
菌
の
研
究
で
、
ア
メ
リ
カ
が
一
番
欲
し
い
の

は
生
体
解
剖
の
デ
ー
タ
で
、
残
党
を
雇
う
こ
と
で
は
な

い
。
最
悪
の
性
質
の
戦
争
犯
罪
を
免
責
し
て
も
欲
し

か
っ
た
の
で
す
。
手
に
入
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
お
け

る
細
菌
戦
は
飛
躍
的
に
向
上
す
る
。
丸
秘
の
軍
事
目
的

で
す
か
ら
、
銀
行
強
盗
な
ん
か
で
そ
れ
が
暴
露
さ
れ
て

は
困
る
の
で
す
。

　
『
映
像
』
の
「
遙
か
な
照
射
」
と
い
う
副
題
を
思
い

出
し
て
く
だ
さ
い
。
私
が
、50
年
た
っ
た
今
か
ら
見
て
、

新
し
い
資
料
を
手
に
事
実
を
〈
遙
か
に
〉
照
ら
し
て
み

よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
わ
け
で
す
。
今
の
話
も
そ
う

で
す
。
当
時
の
清
張
さ
ん
は
事
実
は
知
ら
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
私
が
今
言
え
る
の
と
似
た
よ
う
な
状
況
は
、
す

で
に
頭
の
中
に
ピ
ン
と
来
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
ね
。
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
も
い
え
る
し
、
清
張
さ

ん
の
直
感
力
の
す
ご
さ
だ
と
も
思
い
ま
す
。

精
魂
込
め
た
「
下
山
事
件
」

　
「
小
説
帝
銀
事
件
」
で
、
初
め
て
清
張
さ
ん
は
『
裁

判
記
録
』
を
全
部
読
ん
で
分
析
し
た
。
な
ぜ
そ
の
と
き

か
ら
『
裁
判
記
録
』
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
実

は
松
川
事
件
に
原
因
が
あ
る
。
こ
れ
は
私
の
説
で
す
。

　
「
日
本
の
黒
い
霧
」
で
清
張
さ
ん
が
精
魂
込
め
た
の

は
、「
下
山
事
件
」
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
書
く
た

め
の
動
機
は
こ
の
「
帝
銀
事
件
」
で
す
。
で
す
か
ら
、

こ
の
2
本
を
き
ち
ん
と
論
じ
れ
ば
、
清
張
さ
ん
の
仕

事
を
き
ち
ん
と
評
価
し
た
こ
と
に
な
る
。「
下
山
事
件
」

で
は
、「
自
殺
説
」
か
「
他
殺
説
」
か
に
分
け
る
の
で

は
な
く
、
一
つ
一
つ
何
が
重
要
か
を
見
極
め
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
う
。

　

早
い
話
、
私
が
重
視
す
る
の
は
、
遺
書
が
な
い
こ
と

で
す
よ
。
下
山
と
い
う
国
鉄
総
裁
が
遺
書
を
残
さ
ず
に

自
殺
し
た
。
こ
れ
は
何
と
し
て
も
お
か
し
い
と
疑
う
常

識
が
問
題
な
ん
で
す
よ
。
常
識
的
に
考
え
て
下
さ
い
。

偉
い
大
臣
で
す
よ
、
自
殺
す
る
と
き
は
、
面
子
も
あ
る

か
ら
遺
書
を
書
き
ま
す
よ
。
清
張
さ
ん
は
煙
草
吸
い
だ

か
ら
、
休
ん
だ
旅
館
に
煙
草
の
吸
い
殻
が
な
い
か
ら
お

か
し
い
、
と
そ
れ
ば
っ
か
り
言
う
ん
で
す
ね
。（
笑
）

　

清
張
さ
ん
の
疑
問
で
さ
ら
に
大
事
な
の
は
、
裁
判
で

の
自
白
、
捜
査
で
は
証
言
の
真
実
性
で
す
。

　

清
張
さ
ん
は
テ
ー
マ
に
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
人
で

す
。
帝
銀
事
件
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
よ
い
と
考
え
、

す
ぐ
に
転
換
し
た
。
表
現
に
も
タ
ブ
ー
を
持
た
な
か
っ

た
。
そ
し
て
、
視
野
は
さ
ら
に
広
が
っ
た
の
で
す
。

『
日
本
の
黒
い
霧
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中
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大
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教
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）

現代史研究家
『日本の黒い霧—遙かな照射』
原作・脚本・監修



松
まつおかせいごう

岡正剛

　1944年、京都生まれ。編集工
学研究所所長。1971年、工作舎
を設立し総合雑誌「創」を創刊。

あらゆるジャンルを超越した独自のスタイルで、日本の
アート・思想・メディア・デザインに多大な影響を与えた。
　2000年より、書評サイト「千夜千冊」を発表。2006
年に大型本『松岡正剛千夜千冊』として出版。
　2009年10月23日より、丸善とのタイアップで、東京
の丸の内本店内に独創的な書店「松丸本舗」をオープン。
店内には清張の蔵書コーナーもあり、新しい試みとして
話題になっている。
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●松岡正剛講演会
　平成21年11月12日（木）
　記念館地階企画展示室　

　11月12日（木）、「松本清張事件にせまる」（1984年テレビ朝日系）

で企画構成を担当した松岡正剛さんをお迎えして、映像鑑賞と講演会

を行いました。

　2本の作品を鑑賞した後、当時の撮影秘話や清張のエピソードな

どをお話しいただき

ました。清張と実際

に仕事をされた方の

お話を聞くことがで

き、大変有意義な講

演でした。

●友の会生誕祭
　平成21年12月12日（土）
　記念館地階企画展示室前ホール　

　第6回目となる今年の生誕祭は、生

誕100年記念のため記念館で開催さ

れた松本清張研究会の第21回研究

発表会終了後、同会との共催で開催されました。

　今村元市友の会会長の挨拶の後、北九州市ジュニアオーケストラ

のフルート八重奏が清張生誕100年を祝う曲を演奏し、会が始まり

ました。

　藤井館長の生誕100年を祝う言葉の後、ケーキカットを行い、両

会の会員のほか、多くの一般の方 と々ともに清張生誕100年を祝い

ました。

松本清張生誕100年記念事業

平成21年12月21日（月）
記念館地階企画展示室前ホール

松本清張生誕祭

清張さんの100回目の誕生日に、誕生会を行い、多くの
市民と一緒にお祝いしました。11時から先着300名に
カットしたロールケーキのプレゼントや記念切手シート
の特別販売などでにぎやかな誕生祭でした。

入館100万人達成

　平成21年12月19日（土）、記念館の入

館者が100万人に達しました。100万人

目となったのは、韓国の大学教授で日本

の近代文学を研究している熊本市在住の

陸根和（ユック・クンファ）さんで、娘さんと

来館されました。
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平成22年度

中学生・高校生

　清張作品の読書感想文を、中

学生・高校生を対象に募集します。

　若年層に、より多くの作品に親し

んで欲しい、表現力を学び豊かな

心を身に付けてもらいたいという

願いから、このコンクールは始まり

ました。そして、これからを担う若

者たちに、探求の人・松本清張の

精神を伝えていくことができれば

幸いです。

■応募対象　全国の中学生・高校生
■課題図書　中学生・高校生ともに下記から１作品

「特技」 （『松本清張短編全集 2　青のある断層』光文社文庫、同 カッパノベルス）
「点と線」 （『長篇ミステリー傑作選　点と線』文春文庫※決定稿 など）
「遭難」（『黒い画集』新潮文庫、『松本清張映画化作品集 3　遭難』双葉文庫）
■応募方法

○中学生、高校生ともに1200 ～ 2000 字程度の読書感想文を書き、応募
用紙に添えて提出してください。

○手書き、ワープロどちらでも結構です。ただし、全体の字数が分かるように
応募用紙に１行の字数×行数を記入してください。

○原稿は自作で未発表のものに限ります。なお、応募原稿はお返しいたしませ
んので、必要な人はコピーをおとりください。

■応募締切　平成 22 年10 月 31日（日）（※消印有効）
■応 募 先　〒803-0813　福岡県北九州市小倉北区城内 2 番 3 号
　　　　　　 松本清張記念館　感想文コンクール係
　　　　　　 ※応募用紙は記念館公式ＨＰからダウンロードできます。
■選　　考　松本清張記念館内の選考委員会により選考します。
■発　　表
　審査結果は、12 月下旬頃、本人と学校に通知します。
　最優秀賞、優秀賞の受賞者には、表彰式を行います。
　なお、入選の結果や受賞作品を記念館刊行物等に掲載することがあります。
　その場合、著作権は松本清張記念館に帰属します。
■賞　　品 　（受賞人数等、変更の場合もあります。）
　○最優秀賞（１人）《モンブラン》万年筆「マイスターシュテュック No.149」
　○優秀賞（中学の部…１人）（高校の部…１人） 文具など（未定）
　○佳　作（中学の部…３人）（高校の部…３人） 記念館グッズと図書カード
　

※なお、最優秀賞は中学の部、高校の部で各一回ずつの受賞と限らせていた
だきます。最優秀賞受賞後の応募も歓迎します。すでに受賞した人からの応募
作品が賞に該当する場合は＜特別賞＞として「館報」掲載を予定しています。

●主催　北九州市教育委員会
●主管　北九州市立松本清張記念館
●協力　モンブランジャパン

0931167F

映画
「ゼロの焦点」
フィルム缶贈呈
　平成21年9月27日（日）、東宝映画

「ゼロの焦点」でヒロイン板根禎子を
演じた広末涼子さんが記念館を訪れ、
北橋市長に映画完成を報告し、同映画
が入ったフィルム缶を贈呈しました。
　右の写真に写っているポスターに
は、広末さん、犬童一心監督と田沼久
子を演じた木村多江さんのサインがあ
ります。

　昨年末、生誕100年の記念すべき年に100万人目の入館者を迎えまし
た。平成10年8月の開館から数えて11年、毎年約9万人の方が訪れ、松本
清張の世界に触れ、創作の源を感じておられました。今後もいろいろな企
画を計画し、多数の方のご来館をお待ちいたしますので、ご期待ください。

（西本　衛）

読書感想文
コンクール

2009年度・ドラマ化された清張作品

2009.4.11（土）

2009.4.23（木）〜6.18（木）

2009.12.21（月）

2010.3.16（火）

2009.12.14（月）

2010.1.29（金）

2009.12.29（火）

2010.3.23（火）

「駅路」

「夜光の階段」

「火と汐」

「霧の旗」

「中央流沙」

「山峡の章」

「顔」

「書道教授」

フジテレビ

テレビ朝日

TBS

日本テレビ

TBS

フジテレビ

NHK

日本テレビ


